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EVA系吸水調整材の不揮発分の接着強度への影響

(100ｇ/㎡）
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A：吸水調整材に使用されている製品の種類のうち、最も

多く使用されているものが EVA(エチレン酢酸ビニル)樹脂

になります。弊社の『ハイモルエマルジョン ペタルス

EV-300』もその一つです。 

※EVA のほかにも PAE（アクリル酸エステル）樹脂なども

あります。 

これらのエマルションは、水中に樹脂が細かい粒子とし

て分散しているもので、製品の濃度は 45％程度のものが

多いと思われます（ポリマーディスパージョンとも呼ばれ

ています）。 

ここで濃度を変えて塗布し、コンクリートとモルタルの接

着強度への影響を見てみましょう。図 1 には 5％～45％

（原液）までおよび水湿し処理してモルタルを塗布し、接

着強度を測定したデータをグラフにしてあります。 

また接着強度を測定した際、下地コンクリートとモルタ

ルの界面剥離率も合わせてグラフにしてあります（右

軸）。 

図２ 
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Q. セレガードDSとセレガードDS-I って何が違うの？　　
　  使い分けはどうしたらいいの？

A.『セレガードDS-I って製品増えたけど何が違うの？』
     という問い合わせが多く聞かれます。　　

　従来から販売している『セレガードDS」も新しくラインナップ
した『セレガードDS-I」もどちらもケイ酸質系塗布防水材になり
ます。

　いずれも、（一社）日本建築学会の「建築工事標準仕様書・同解
説　JASS8　防水工事」の第3節（以下、JASS8）に掲載され
ているケイ酸質系塗布防水材に分類される防水材で、ケイ酸質系塗
布防水材としてその防水のメカニズムや品質について検証され規格
化されたものになります。

　JASS8ではケイ酸質系塗布防水材は、I タイプ（樹脂なし）と
Pタイプ（樹脂入り）に分類されています。しかし、品質規格
（表１）や試験方法等は I タイプとPタイプで変わるものではなく、
同等の性能であることが述べられています。

　その違いについては既往の研究で、I タイプの方が長期的に生成
する結晶量が多い傾向にあること、浸透深さがPタイプよりも深
い傾向にあることなどが報告されています。

内容

無塗布試験体の2倍以上

無塗布試験体の1/3以下

項目

針状または繊維状結晶

透水係数

表1 ケイ酸質系塗布防水材の品質

写真1 針状結晶（×1000）
ケイ酸質塗布防水材の特徴である

　以上の経緯から、民間物件および公共物件でも特記でC-UPと記載
があるケースではセレガードDSをご使用いただき、公共物件で特記
がない場合はセレガードDS-I をご使用いただくことをお薦めいたし
ます。  

表2 防水層の種別

　逆にPタイプは、樹脂が混入されていることで、防水材のコンクリー
トとの接着性が良好であること、結晶が生成されるまでの初期防水性
が高いことなどがあげられます。従って一般的には、使い勝手は
Ｐタイプのほうが良いと考えます。
　
　工法としては I タイプを使用するC-UI と、Pタイプを使用する
C-UPに分類されています。

　当社としては導入から一貫してセレガードDS(Pタイプ ) をご提供
してまいりましたが、平成25年度版「建築工事標準仕様書」の中に
ケイ酸質系塗布防水材が導入されるにあたり、「適用は特記による。

特記がない限りC-UI とする。」という文言が記載されています。　
　
　これにより公共物件等では特記がない限り
I タイプを使用せざるを得ない状況となった
ことから、弊社でもセレガードDS-I（Iタイプ）
をラインナップしました。

C-UI I タイプ

公共物件で特記がない場合
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昭和電工建材　防食材・防水材製品ラインナップ

防食材防食材 ショウゼットシリーズ

防水材 セレガード　セレタック防水材

地下ピット向けに耐有機酸性、耐硫酸性に優れた適材適所の防食材を豊富にラインナップ
しており、上下水道施設、民間ピットなどで活躍しております。
日本下水道事業団「下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル」品質規格対応 

昭和電工建材株式会社

安全・安心・快適な住環境と社会環境、
　　　　　　　　　　　　地球環境づくりに貢献します。

コンクリート躯体の各部位の防水を施します。

水道施設用 下水道施設用 農業集落排水施設用

ＮＣ

ノンクロス工法

NCY民間ビルピット用

水道施設用 下水道施設用 農業集落排水施設用

ＮＣ

ノンクロス工法

NCY民間ビルピット用

民間ビルピット用 ＳＶＥ

NEW

eco

eco

eco

は、環境に配慮した製品です。eco


